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櫓昌雪雪昌3景七督暑暑霧塞 曽通に働けヽ
・て生きてしヽけなけヽ社会は壊れてしヽる

勢か°んれどら内の選動星晨反戦反核・生活を守る総選挙の戦けヽにつなげる

労働現場は、そごう西部デパー

トの労働組合が雇用の安定を求
めてストライキに突入したように、
生きるために職場と雇用を企業
に求める闘争が始まつている。こ
のような戦いが広範に組織され
る可能性は急速に高まつていて、
野党共間でこの戦いと連携を図
ることで政治闘争に発展する情
勢は強まつている。

絡会議案:情勢認識を深めよう

展
成

淀
統
一

社
民
党
中
国
ブ

ロ
ツ
ク
総
会

。
議

員
団
総
会
を
含
同

で
９
月
２４
日
、

出

雲
市

で
開
催
。

中

嶋
議
長
は

「
生
き

づ
ら
い
社
会
に
市

民
は
怒
っ
て
い
る
。

閉
そ
く
感

の
政
治

う
」

と
挨
拶
。

福
山

は
党
務
報
告

で

「
い

き
が
起
き
て
い
る
。

で
、

生
き
て
い
け
な

問
題
を
訴
え
、

勝
利

閣
改
造
で
も
支
持
率

す
、

貧
困

・
格
差
拡

い
状
態
に
怒
り
と
不

だ
。

解
散

・
総
選
挙

で
準
備
を
急
ご
う
」

全
国
連
合

・
中
島
総

ら
全
国
の
ガ

ン
バ
リ

報
告
を
全
体
で
確
諭
。

轟
運

鼈

講

各
県
か
ら
も

「
線
路
が
は
が

さ
れ
、

バ
ス
が
走
ら
な
い
。

百

貨
店
も
病
院
も
。

働
い
て
生
き

て
い
け
な
い
社
会
は
壊
れ
か
け

て
い
る

（
島
根
）
。

原
発
稼
働

問
題
で
自
治
会
も

一
緒
に
ア
ン

ケ
ー

ト

（
鳥
取
）
。

―
女
性
会

議
と
し
て
女
性
も
頑
張
る
労
働

運
動

の
映
画
会
を
開
催
、

当
初

の
心
配
を
よ
そ
に
大
勢
が
参
加
、

何
が

足
を
運
ば
せ
た
の
か

（
岡

山
）
。

新
人
議
員
で
、

党

の
大

切
さ
を
感
じ
る
。

公
立
病
院
統

合
、

平
和
、

再

エ
ネ
、

平
和
教

育
で
毎

日
、

街
頭
に

（
広
島
）
。

人
と
し
て
の
生
活
が
成
立
し

え
な
い
よ
う
な
今

の
社
会

・
政

治
を
変
え
る
た
め

「
改
憲
阻
止
、

反
戦
、

反
核
」

の
展
開
と
生
活

を
寸
る
経
済
闘
争
を
結
合
し
た

戦
い
で
、

解
散

・
総
選
挙
へ
早

急
に
候
補
者
決
定
な
ど
準
備
を

急
ご
う
と
全
員
で
確
認
し
た
。

づ
詢
郷
碑
狛

拘
臨
脚
縫
銃
“
”

役
が

マ
イ
ク
リ
レ
ー
。

戦
争
で

き
る
国
づ
く
り
で
な
く
生
活
守

れ
。

防
衛
費
４３

兆
円
よ
り
低
賃

金
で
働
く
社
会
構
造
、

ぜ
い
弱

な
年
金
や
福
祉
制
度

の
改
革
を
。

上
関

「
核
ゴ
ミ
」

施
設
調
査
で
、

未
来

の
子
ど
も
た
ち
に
押
し
つ

け
て
は
な
ら
な
い
、

と
訴
え
た
。

「
軍
拡
、

秘
密
主
義
、

他
国
脅

威
論
、

先
制
攻
撃
す
る
散
基
地

攻
撃
能
力
な
ど
、

安
保
法
制
以

降
専
守
防
衛
は
ど

こ
へ
行
っ
た

の
か
。

軍
事
優
先

の
政
治
を
止

め
な
い
と
、

巻
き
込
ま
れ
る
危

険
が
あ
る
。

」

「
戦
争
は
前
線

だ
け
で
な
く
後
万
も
被
害
を
受

け
る
。

戦
争
が
人

の
権
利
を
奪

う
最
た
る
も
の
だ
」

と
訴
え
た
。

寵
襲
麗
寵
寵
襲
襲
寵

迫

る

意

見

陳

述

の

原

告

ら

代
理
人
弁
護
士
か
ら
も

「
相

手
国
に
と
っ
て
集
団
的
自
衛
権

や
安
保
法
制
は
、

ラ
イ
オ
ン
の

憲

一

は

タ

制

ス

叢
督
フ

保

プ

安

の
安
保
法
制
違
憲
訴
訟
の
控
訴

審
が
高
裁
岡
山
支
部
で
９
易

日
、

４
７
あ
る
億
聴
席
を
埋
め

て
開
か
れ
た
。

原
告
、

代
理
人

弁
護
士
ら
が
人
権
を
脅
か
す
安

保
法
制
を
実
証
的
に
法
的
に
も

そ

の
違
憲
性
を
明
ら
か
に
し
た

オ
リ
＝
憲
法
を
破
る
ゆ
い
し
き

事
態
だ
」

と
訴
え
た
。

「
相
手

国
に
と
っ
て
は
攻
撃
し
て
い
な

い
の
に
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
」

「
止
め
る
こ
と
が

で
き

る
の
は
裁
判
所
し
か
な
い
」
。

政
権
に
情
度
な
く
使
命
を
守
る

よ
う
裁
判
官
席
を
見

つ
め
た
。

ま
た
、

「
平
和
概
念
は
具
体

的
で
ま
や
か
し
の
余
地
は
な
い
」

「
現
実
的

・
具
体
的
に
起

こ
ら

な
け
れ
ば

で
は
抑
制
を
掛
け
ら

れ
な
い
。

予
測
さ
れ
れ
ば
人
権

侵
喜
が
明
ら
か
」

と
語
気
を
強

め
た
。

　

　

【
原
告
膳
賄
記
】

と

一
言
で
片
づ
け
る
こ
と
が
多
い

が
当
人
に
と
っ
て
深
刻
か

▼
今
夏

の
終
り
、

夕
涼
み
の
イ
ベ
ン
ト
で

孫
の
お
供
を
し
て
夜

の
池
日
動
物

園
に
い
く
計
画
に
、

は
じ
め
渋
り

な
が
ら
も
結
局
、

同
行
し
た
▼
そ

こ
で
ま
す
確
認
し
た
の
が
園
内
案

内
板
で
動
物
が

い
る
場
所
で
は
な

く
、

ト
イ
レ
の
位
置
。

園
内
に
点

在
す
る
ト
イ
レ
で
驚

い
た

の
が
容

器
も
小
さ
い
子
ど
も
専
用
の
ト
イ

イ
レ
に
迷

い
込
ん
だ
と
き

（
さ
す

が

に
用
は
足
せ
す
）

▼
そ

の
時
は

急

い
で
い
て

「
な
ぜ
」

の
思
い
だ

っ
た
が
、

動
物
園
に
子
ど
も
用
ト

イ
レ
の
存
在
は
至
極
当
然

の
こ
と

で
は
あ
っ
た
。

同
じ
よ
う
な
こ
と

が
実
生
活

の
な
か
で
も
よ
く
直
面

す
る
問
題
か
も

▼
最
近

の
子
ど
も

を
め
ぐ
る
事
件
、

事
故
が
報
道
さ

れ
る
た
び
に
周
り
の
大
人
個
人
ヘ

第
二
者
か
ら
非
難
が
集
中
す
る
が
、

当
事
者
目
綬
、

あ
る
い
は
子
ど
も

目
線
が
忘
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
か

▼
大
人
側

の
効
率
や
競
争
論
理
が

優
先
し
、

小
さ
な
声
が
積
み
残
さ

て
い
な
い
か
と
。

話
は
飛
躍
し
た

が
、

ひ
と
夏
の
経
験
か
ら
者

（
の

定
例
学
習

・
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

即粥対醐事（磯酸融詳剣ヤ甜

‐０
月
２７
日
（
最
終
金
）
「
７
歯

コ
ロ
ナ
状
況
に
よ
り
変
更
あ
９

い
す
れ
・お
辰
色
一…。
新
・事
務
所
で

社民党カンパのお願い

解散・総選挙、改憲の動きも大きく迫
ろうとしています。軍拡・増税が待ち
構えています。社民党はこれらの動き

模籍 劇 雅 湯朝 観 瑠 亀
す。引き続く国政選挙で財政的に厳
しい状況です。いまカンパ要請をおこ
なっており、すでに多くの方からお応
えいただいておりますが重ねてよろし
くお願いします。県・常任幹事会

党県連含活動日話
9/7市 民と立憲野党の打合せ
9/14党 中国ブロック幹事会(オンライン)
9/16岡 山市平和推進協・運営委
〃 上 映会「ここから」(県立図書館)

9/19さ よなら原発・県実
9/22安 保法制意見訴訟・高裁弁論
〃 平 和推進協・岡山市との懇談

9/23市 民と立憲野党の合同宣伝
9/24党 中国ブロック総会(出雲市)
9/27社 民党定例街宣 マツキヨ前
※宣伝カー随時運行

ご
案
内

鶴 習堪鈴』璽発
(岡山版) 禅 銘罷選緊F告忌暑試群騨播羅躍粋
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市民と立憲野党合同宣伝


